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はじめに 

 

 私ども民主党川崎市議会議員団は、４月に行われました統一自治体

議員選挙を通じて「ＫＡＷＡＳＡＫＩマニフェスト２００７」を市民

有権者に訴え、１８議席を獲得するという大きな前進をかちとってき

ました。 

 今後はさらに市民の負託にこたえ、市民と結んだ契約としてのマニ

フェストの実現に全力を挙げてまいります。 

 さて、阿部市長は８月に川崎再生フロンティアプラン第２期実行計

画を策定されました。市民の市政に対する熱い期待に応えるためにも、

本計画のすみやかな実現こそが求められており、限られた予算の効果

的活用を望むものです。 

 この度、２００８年の予算編成にあたり別記の通り要望申し上げま

すので、重要項目、課題別項目、区別項目の各々について、充分ご検

討いただき、新年度予算に明確に反映していただきますよう改めてお

願い申し上げます。 

 私ども民主党川崎市議団は市民と共に安全・安心、うるおいと活力

にあふれた豊かな川崎の実現を目指し奮斗することを申し添えるも

のです。 
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重点項目  

１．駅前等に市民交番（防犯拠点施設）の整備 

２．老朽化した防災センターを体験型学習型の防災センターに 

リニューアル 

３．雨水の時間降雨量５８ミリ対応の確立 

４．身近な地域で安心して受けられる地域密着型介護サービス 

の確立 

５．真の障がい者の自立と完全参加の支援、川崎市独自の施策を 

充実し、利用者負担の軽減 

６．発達障害者支援センターの充実 

７．自主保育グループへの子育て支援の強化 

８．産休、育休あけでも途中保育園入所が可能な体制の整備 

９．児童福祉施設に人員増強をおこない、児童福祉の基盤の充実 

１０．創意工夫が活かされる学校づくりを実現するための学校独自 

で自由に使える財源の確保 

１１．ゴミの排出量が減ることにより、現行の処理センターを４ヶ所 

から３ヵ所に削減 

１２．緑地保全地区を 1.5 倍に拡大 

１３．アクアラインの料金現行 3,000 円を 2,000 円に引下げること 

を国に求めること 

１４．環境に配慮した路面電車（ＬＲＴ）の導入検討 

１５．高齢者や親子で手をつないで安心してショッピングができる 

商店街の実現 

１６．川崎区の臨海部にさらに一万本の植樹の実現 

１７．貴重な資源の絶滅危惧種アサクサノリの保全 

１８．川崎区を中心に行われている「アジア交流音楽祭」を新百合丘

に開校した昭和音楽大学をはじめ、洗足学園、ヤマハ音楽学院

とも連携 

１９．「映像のまち川崎」を川崎区ＴＨＩＮＫ、中原区市民ミュージ

アム、麻生区市アートセンターや日本映画学校のネットワーク

で確立 

２０．区役所のもつ機能を見直しサテライトオフィス化の推進 

２１．市民との協働による多摩川の活用 

２２．行政区の権限強化と地域課題解決のための予算の確保 
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Ⅰ 安全で快適に暮らすまちづくり  
１－１ 暮らしの安全を守る  
１．「安全・安心まちづくり協議会」の充実。  
全小・中学校に「スクールガードリーダー」の配備  

２．防災ボランティア体制の強化充実と市民交番の設置  
３．消防・防災における条例の広報強化と、救急救命士の養成と P.A 連携
などによる救急・救命体制の充実  

４．市民救命士の増員と消防団員の確保  
５．ダイオキシンなど化学物質等による環境リスクの対策強化  
６．老朽化した防災センターを体験型防災センターにリニューアル  
７．AED の使用講習や公共施設への設置拡大   
 
１－２ 災害や危機に備える 

１．民間家屋耐震診断、耐震改修助成制度の充実 

２．移動困難者の把握と移動支援体制の確立 

３．雨水貯留管整備及び浸水被害予防や環境に配慮した対応の促進 

４．自主防災組織の再点検と防災ボランティアの活動環境支援 

５．原子力防災対策の強化と情報公開の推進 

６．要援護者の支援システムの確立と支援者の確保 

 

１－３ 身近な住環境を整える 

１．マンション総合支援事業の推進 

２．シルバーハウジング事業の推進 

３．コーポラティブハウスなどの集住支援と安心ハウスの早期実現 

 ４．都市景観形成推進事業の推進と電柱の地下埋設化の推進 

５．地域の実情にあった用途地域の見直しや地区計画の作成など、 

地域における自主的まちづくりへの支援 

６．狭隘道路対策とマンション建設に伴う開発指導の強化と透明性対策 

 

１－４ 快適な地域交通環境をつくる 

１．バス営業所の多目的利用の促進 

２．駐輪場整備など総合的自転車対策の推進と駐輪禁止地区の拡大 

３．放置自転車の保管料金の値上げや保管期間の短縮など罰則の強化。自

転車の処分費用にあてるため、デポジット制度導入の検討 

４．コミュニティバスなどによる交通不便地域解消 
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５．建物建築による滞留車輌の対策強化と解消 

６．交通バリアフリーとＪＲ南武線の立体交差化推進、 

  ボトルネック踏切の早期解消 

７．救護タクシー制度の新設 
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Ⅱ 幸せな暮らしを共に支えるまちづくり 

２－１ 超高齢社会を見据えた安心のしくみを育てる 

１．社会福祉協議会の活性化に向けた役割機能の充実 

２．外国人高齢者に対する福祉施策の充実 

３．シニア地域活用システム構想事業の強化 

４．高齢者無料職業紹介所、シルバー人材センター、シルバー人材・いき

いき相談窓口の事業強化 

５．老人クラブの活性化。現行の補助金制度を登録人数に応じた制度変更 

６．通所型・訪問型介護予防事業の推進と介護予防に関する普及啓発 

７．健康づくり、介護予防などの「老人いこいの家」機能の拡充  

８．特別養護老人ホーム・老人保健施設等の基盤整備促進 

９．地域包括支援センターの充実 

１０．24 時間対応ホームヘルプ派遣事業の推進等在宅サービスの充実 

１１．生活圏域ごとの小規模多機能型施設整備など、介護サービスの充実 

１２．高齢者ケアハウスの整備促進 

１３．ベッド増床によるショートステイ事業の拡充 

１４．会食配食など高齢者サービスを行う市民福祉事業活動への支援強化 

１５．一人暮らし高齢者支援の拡充 

 

２－２ 障がいのある人が地域で共に暮らせる社会をつくる 

１．障がい者自立支援法に的確に対応した施策展開と市独自施策の維持・

強化 

２．地域生活支援センターの各区整備、地域作業所・グループホームの拡

充など・精神障がい者の地域生活支援事業の早期拡大 

３．知的障がい者入所更生施設の拡充と地域生活支援機能の強化 

４．重度心身障がい児施設の都市型機能の充実 

５．障がい者の就労・生活支援の新たなサービス提供の構築 

６．障がい者通所授産施設と通所更生施設の充実および施設内におけるサ

ービス内容の拡充 

７．グループホーム、地域作業所の計画的増設など障がい者の地域生活を

支援する体制の整備 

８．障がい者ふれあいショップの増設 

９．障がい者就労支援センター活動の充実など障がい者就労支援強化 

１０．移動支援、コミュニケーションの支援事業の充実 

１１．精神障がい者施策の充実 
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１２．地域療育センターの強化充実 

１３．成年後見人制度の充実のため「市あんしんセンター」の拡充 

１４．発達障がい支援センターの充実 

 

２－３ 安心な暮らしを保障する 

１．生活保護制度の適正な運用 

２．生活保護受給者の自立支援、就労促進への取組強化 

３．ホームレスの自立支援の推進、全市に拡大した取組、緊急一時宿泊施

設「愛生寮」の今後の展開 

 

２－４ すこやかで健全に暮らす 

１．福祉サービスにおける第三者評価制度の拡充と推進 

２．節目検診の拡充など市民すこやか検診事業の充実 

３．健康づくり推進事業の展開 

 ４．保険、医療、福祉の連携と情報システムの整備 

 

２－５ 地域での確かな医療を供給する 

１．救急医療体制の充実 

２．小児急病センターの増設と産婦人科の拡充 

３．小児医療費助成制度の年齢拡大 

４．成人呼吸器疾患医療費助成事業の全市への拡大 

５．エイズ、SARS 等感染症及びアレルギー疾患対策の推進 

６．薬物（麻薬等）中毒の撲滅対策の推進 

７．心臓病などの市立学校集団検診事業の改善、充実 

８．本市関係病院の情報開示の推進 

９．市民に信頼される、安心の市立川崎病院、井田病院、多摩病院の運営 

１０．北部医療圏不足病床３７７床の解消 

１１．看護師不足の改善 

１２．「周産期母子医療センター」の早期設置  
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Ⅲ 人を育て心を育むまちづくり 

３－１ 子育てを地域社会全体で支える施策の充実 

１．出産費補助制度の創設 

２．待機児童解消のための認可保育所の増設及び児童受け入れ枠の拡大 

３．家庭保育福祉員（保育ママ）制度の位置づけ強化と事業拡充 

４．次世代育成・総合的子育て支援の実施など少子化対策の強化 

５．児童相談所の虐待に関する体制の強化 

６．「わくわくプラザ」事業総点検と早期の改善・充実 

７．「犯罪から子供を守る」各地域・学校の取り組みを支援する体制の整 

  備 

８．幼保一元化の推進と統合施設（幼保園）の検討 

９．私立幼稚園児の保護者負担の軽減化 (保育園児との格差是正等) 

１０．私立幼稚園に就園する障がい児への補助拡大 

 １１．子育て支援センター・子育て広場の倍増 

 １２．児童手当所得制限の撤廃 

 １３．こども文化センターの見直し 

 １４．北部地区への児童相談所の新設、既存施設の充実 

 １５．里親制度の充実 

 

３－２ 子どもが生きる力を身につける地域環境の整備 

１．適正規模・適正配置による学校の早期整備 

２．特色ある市立高校づくり、振興計画の早期実現 

３．小、中高等学校の計画的校舎改築の推進と旧校舎の就学環境改善（冷

房設備等）及びアスベスト、シックスクール対策の徹底 

４．行政区ごとの学校を支援する体制の構築と強化 

５．市立学校スクールゾーンの交通安全対策の推進 

６．適応性指導教育の整備とネットワークづくり 

７．ＬＤ、ＡＤＨＤ児への特別支援教育の充実 

８．小中連携教育や一貫教育の内容検討 

９．障がい児介助員制度の拡充 

１０．県立北部養護学校の入学制度等教育内容の整備と、市立ろう・養護学

校の整備充実 

１１．学校給食における米飯拡大と地産地消の推進、「ザ・かわさき」という

食育の確立 

１２．田島養護学校の抜本的整備と福祉ゾーンの確立 
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１３．ひとり親家庭自立支援 

１４．公立学校の校長登用の見直し 

１５．中学校ランチ給食の見直し 

１６．学校校舎の耐震補強工事の早期完了と校舎整備 

１７．さらなる学校改革の実現 

 

３－３ 生涯を通じて学び成長することのできる施策の充実 

１．格差解消のため幼稚園から高校までの私学助成強化 

２．多摩スポーツセンターの早期建設 

３．コミュニティルーム整備の積極的推進 

４．休日・夜間等の市民利用施設の利用日・時間の拡大 

５．市民力の向上につながる生涯学習の拡大強化 

６．地域型生涯スポーツクラブの各区への設置の推進 

７．大学施設の市民開放等連携強化 

８．ヤングミュージカルの復活や地域活動への青少年参加機会の促進 

 

３－４ 人権を尊重し共に生きる社会づくり施策の充実 

１．人権オンブズパーソンの充実とシェルターの整備 

２．男女共同参画にむけての活動と強化週間の充実 

３．人権尊重にむけた啓発の充実 

４．平和館など公共施設の活用や学校教育、市民との協働による核廃絶平

和都市宣言の理念の具体的推進 
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Ⅳ 環境を守り自然と調和したまちづくり 

４－１ 資源ゴミ分別収集の徹底、ごみ処理体系の抜本的再構築 

１．環境科学総合研究所の建設促進 

２．環境教育・学習事業の本格的推進 

３．ごみの抜本的減量対策の早期実施 

４．“リサイクルパークあさお”の完成後、すみやかにごみ焼却場を４場か

ら３場に転換 

５．生ごみ・剪定枝の堆肥化事業、廃食用油リサイクル、ＢＤＦの推進 

６．ペットボトル以外のプラスチック製品対策の推進 

７．ミックスペーパーの収集の全市拡大の早期実施 

８．その他プラスチックの分別収集の早期実施 

９．せっけん、リサイクルペーパーなど再生品利用の推進 

１０．廃エネルギー、未利用エネルギーの高度活用に関する調査研究の推進 

１１．カラス対策の強化 

 

４－２ 生活環境を守る 

１．低公害車の普及促進と、路面電車など環境にやさしい乗り物の導入 

２．浮遊粒子物質対策の促進、地下水汚染対策、防止対策の推進 

３．ダイオキシン対策や環境ホルモン対策の充実強化 

４．ゼロエミッション型産業の誘致と集積 

５．フロン、ＰＣＢ、アスベスト等の有害物質対策の拡充 

６．自動車公害対策など沿道環境対策の推進 

  ７．まちづくりと連動したヒートアイランド対策の推進 

  ８．公共施設維持管理費を低減するためのＥＳＣＯ事業の早期実施 

  ９．工場廃熱の民生利用の促進 

 １０．新エネルギーの普及と促進 

 １１．市内環境を護るかわさきコンパクト（グローバルコンパクト川崎版）

の実施 

 

４－３ 緑豊かな環境をつくりだす 

１．緑の市民レンジャー（ボランティア）の育成 

２．リフレッシュパーク整備事業の推進 

３．花と緑あふれる街づくり事業の推進 

４．東扇島地区の緑地整備と人工海浜の早期実現、アサクサノリの保存 

５．「農業技術支援センター」の早期設立 
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６．平瀬川をはじめ市内中小河川の水源確保と親水化促進 

７．多摩川エコミュージアムの推進と市民活動への支援 

８．川崎市域の多摩川整備計画の市民参加による具体化 

９．雨水浸透枡の拡充と湧水調査に基づく保全策の実施 

１０．地域コミュニティと協働した緑地管理の仕組みづくり推進 

１１．堤防等への植樹支援と臨海部を緑の海とする植樹支援 

１２．夢見ヶ崎動物公園の拡充整備 

１３．既存緑地の積極的な確保策の実施 

１４．ドックランの整備 

１５．富士見市コミュニティガーデンなど体験農園の充実 

１６．学校校庭の芝生化導入に向けた取り組みの推進 

１７．市民農園（川崎版クラインガルテン）を各区に整備 
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Ⅴ 活力にあふれ躍動するまちづくり 

５－１ 川崎を支える産業を振興する 

１．中小企業支援強化（資金、技術、販路開拓等） 

２．市内業者への優先発注 

３．生活コア商業の活性化事業の推進 

４．都市農業の振興の強化 

５．かわさきブランド推進事業の拡充とＢｕｙかわさき推進事業の充実 

６．ホームページを活用したものづくり推進、地域経済の活性化 

ものづくり情報提供サービスの充実 

  ７．産業誘致を促す立地競争力強化 

  ８．ものづくり技術を核とする産業の複合化支援 

９．ガラス産業・ガラス工芸などを活かしたまちづくりの推進 

１０．シティホテルの誘致 

１１．商店街振興条例の制定 

１２．子供たちにわかる川崎先端技術の紹介 

 

５－２ 新たな産業を創り育てる 

１．信用保証協会の独自基準による融資制度の拡充と創業者支援強化 

２．産学公民ネットワークの連携強化 

３．サイエンスシティかわさき戦略会議の提言の具体化 

４．新産業創造支援事業の推進 

５．産業のまちネットワークづくりの推進 

６．福祉産業の振興 

７．環境調和型産業の振興 

８．生活・文化産業の振興 

９．神奈川口に第２ＫＳＰ誘致 

 

５－３ 就業を支援し勤労者福祉を推進する 

１．雇用労働相談窓口の拡充 

２．求職活動支援事業の推進 

３．人材交流情報提供サービスの実施 

４．中小企業勤労者の労働環境整備 

５．女性が働き続けるための環境整備 

６．ボランティア活動のための環境整備 

７．スポーツ・レクリエーション活動への支援 
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８．能力開発による雇用支援 

９．コミュニティワーク、コミュニティビジネスへの支援 

１０．子供たちへの職業探検ツアー、インターシップ制の導入 

 １１．若年雇用対策（ニート・フリーターを含む）の充実 

 １２．団塊世代市民の行う地域貢献事業への支援 

 １３．川崎マイスター制度の効果的活用 

 

５－４ 川崎臨海部の機能を高める 

１．浮島地区の市民利用などを踏まえた有効活用の推進 

２．川崎縦軸方向の幹線道路の整備、港湾道路の改修と東扇島連絡橋の早

期差工 

３．港における不法投棄対策など地区内環境の整備 

４．進出企業の就業環境の整備 

５．川崎港の危機管理体制の整備 

６．防災拠点の機能強化（基幹的広域防災拠点・東扇島東緑地の活用） 

７．アジア起業化村の発展強化 

８．羽田空港再拡張・国際化と連動し、環境に配慮した神奈川口構想の 

  早期実現 

９．臨海部再生リエゾン推進協議会による産学公民連携の推進 

 

５－５ 都市の拠点機能を整備する 

１．小杉駅周辺市街地再開発の早期実現 

２．川崎駅西口地区市街地再開発事業の早期実現 

３．新川崎地区都市整備事業の早期実現 

４．登戸土地区画整理事業の早期実現 

５．柿生駅前の再開発の推進 

６．新百合ヶ丘駅周辺地区の整備促進 

７．都市景観形成推進事業の推進 

８．ＩＴを利用した情報提供と地域戦略の確立 

①利便性の高い地域生活拠点としてのホットスポット（無線ＬＡＮに

よる情報拠点）の設置推進 

②地域情報拠点としての区役所、図書館等の整備 
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５－６ 基幹的な交通体系を構築する 

１．京急大師線連続立体交差事業Ⅰ期（小島新田～東門前）の早期完成 

２．ＪＲ南武線連続立体交差事業の早期実現 

３．東海道貨物支線旅客線化及びアプローチ線の推進 

４．尻手黒川線全面開通の早期実現 

５．川崎縦貫道路Ⅰ期残事業の早期実現（国道１５号線まで） 

６．川崎縦貫道路Ⅱ期の明確化と国道４０９号線の整備 

７．市民の合意形成を前提とした地下鉄事業の推進 

８．第三京浜出口の安全対策の実施 
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Ⅵ 個性と魅力が輝くまちづくり 

６－１ 川崎の魅力を育て発信する 

１．魅力ある集客拠点の形成 

２．産業観光資源を活用した修学旅行等の誘致 

３．魅力ある音楽祭やイベントの開催 

４．身近に音楽が楽しめる環境の整備 

  ５．地域に開かれた子どもの音楽活動の推進  

６．国際的・全国的に活躍する選手・指導者の育成 

７．川崎のイメージを高めるためのオブジェの設置 

８．ホームタウンスポーツの推進と連携による地域コミュニティの活性化 

９．市民が多く集う施設や交通結節点等での市政情報の積極的な活性化 

１０．本市への転入者に対するファーストコンタクトの充実 

１１．ＪＲ南武線沿線のイメージアップに向けた施策の展開 

 

６－２ 文化芸術を振興し地域間交流を進める 

１．市民主体による地域間交流の推進と支援  

２．姉妹・友好都市との積極的交流の促進 

３．伝統芸能・文化による地域間交流の促進 

４．文化芸術活動の場を確保するなど市民文化活動への支援 

５．文化芸術振興条例の制定と事業の推進 

６．藤子・Ｆ・不二雄アートワークスの整備 

７．橘樹郡衛置跡など文化財の保護と活用 

８．芸術のまちあさおの道路整備事業の推進 

 

６－３ 多摩川などの水辺空間を活かす 

１．多摩川緑地における維持管理の向上 

２．親水ネットワークの形成 

３．多摩川の安全と利用者マナーの向上策 

４．市民との協働による多摩川の活用 

５．多摩川への横断施設の増設や改善、快適に利用するためのトイレ、 

水飲み場等の施設のさらなる増設と改善 

  ６．多摩川船着場の整備 

  ７．多摩川サイクリング道路整備 

  ８．二ヶ領用水・平瀬川の親水化促進 

  ９．多摩川など自然を生かしたスポーツ施設の拡充 



 

16  

Ⅶ 参加と協働による市民自治のまちづくり 

７－１ 自治と協働のしくみをつくる 

１．区民会議の制度確立。審議のありかたと市民参加の手法の検討 

２．住民投票条例制定による市民的合意形成の推進 

３．市役所、区役所のワンストップサービスのさらなる推進 

４．市境にまたがる事業、課題に適切に対応する近隣広域行政対応システ 

ムの構築 

５．自治基本条例の具体化 

６．パブリックコメント制度の整備と活用 

７．情報公開制度のさらなる拡充 

８．市民活動支援事業の強化 

 

７－２ 市民と協働して地域課題を解決する 

１．行政区の権限強化と、地域課題解決のための予算の確保の充実 

２．NPO など公益活動の評価、助成制度の充実と、コミュニティビジネス

に対する融資制度の充実 

３．区役所、支所、出張所、連絡所、行政サービスコーナーの具体的な機

能のあり方の検討 

４．地域における協働の拠点としての地域コミュニティー施設の整備 

５．市民参加による協働のルールの早期策定及び新しい公共の創出に向け

た制度の創出 

６．地域コミュニティーの活性化支援 

 

７－３ 市民満足度の高い行政サービスを提供する 

１．市民参加型電子市役所の推進 

２．パソコン等を使用しない市民に対する情報提供の担保 

３．ふれあいネットの公平公正なシステム改善 

４．市民協働型委託事業の導入拡大やプロポーザル方式の検討 

５．ＦＭ放送の出力アップと魅力ある番組編成 

６．区ごとの情報データ－ベースの蓄積整理と有効活用 

７．ＩＴボランティアコーディネーターの育成支援 

８．市民に真に役立つコンタクトセンターの拡充 

９．透明性の高い分権型予算編成システムの検討 
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区別の要請 

 

川崎区の重点施策 

１．安全・安心のまちづくり 

  （１）周産期医療体制の充実 

  （２）子育て支援施策の推進 

  （３）青少年健全育成施策の推進 

  （４）高齢者施策の促進 

  （５）防犯対策の推進 

  （６）放置自転車対策 

  （７）川崎駅周辺地区の緑化と再開発とバリアフリーの促進 

  （８）川崎駅周辺商店街の活性化 

  （９）ホームレスの自立支援 

 （１０）防犯対策の推進 

 （１１）小田地区密集市街地の整備 

２．歴史・産業・文化を活かしたまちづくり 

  （１）東海道川崎宿の歴史と文化を活かした地域整備 

  （２）かわさき産業ミュ－ジアム構想の推進 

  （３）音楽・芸術のまちづくり 

  （４）富士見周辺地区整備の促進 

  （５）スポーツの振興 

３．都市基盤の整備と臨海部の再生 

  （１）臨海部不法投棄対策 

  （２）舗装道補修事業 

  （３）公共建築物耐震対策の推進 

  （４）国道４０９号線整備計画の早期実現 

  （５）水江町と東扇島を結ぶ臨港道路の整備 

  （６）羽田空港再拡張・国際化に伴う周辺整備 

４．区民が主役のまちづくり 

  （１）小田公園の整備事業促進 

  （２）緑の回復・育成の推進 
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幸区の重点施策 

  １．南武線の立体化の促進と踏切渋滞解消 

２．鹿島田駅西地区再開発事業の推進 

  ３．新川崎地区事業計画の推進 

４．幸区内住居表示事業の早期促進 

５．市民の憩いの場となる多摩川河川敷の整備 

６．バス路線の再編など公共交通ネットワークづくりの推進 

７．ＪＲ川崎駅北口自由通路の早期整備と東西自転車通行道路の実現 

８．夢見ヶ崎動物公園の充実とＰＲ活動の推進 

９．新川崎創造のもり計画の推進 

 １０．南部市場の再整備 

 １１．御幸公園整備の推進 

 １２．公立小中学校の施設整備の推進 

 １３．川崎駅西口駅前広場の整備 

 １４．ミューザ川崎を拠点とした音楽によるまちづくりの推進 

 １５．船着場などの有効利用による観光振興 

 １６．子育て支援の充実 

 １７．地域防犯・防災活動の推進 

 １８．区内自転車安全通行のための道路整備の推進 
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中原区の重点施策 

  １．災害弱者への対応及び都市拠点の防災対策の推進 

２．中原消防署庁舎の跡地利用の適切な調整 

  ３．住民組織及び社会福祉活動の振興 

  ４．安心・安全のまちづくりに向けた地域の防犯組織の支援と公共照明の

整備促進 

５．市民の憩いの場となる多摩川整備 

６．中原区内の公園緑地及び親水空間ネットワーク整備促進 

７．地域における地球温暖化対策・ヒートアイランド対策の促進 

８．子育て支援の充実 

９．増加傾向にあるホームレスへの対応 

 １０．小杉駅周辺再開発に伴う区役所駐車場の減少への速やかな対応 

 １１．南武線武蔵小杉駅北口の開発誘導 

 １２．横須賀線武蔵小杉駅新駅の丸子側改札口の設置 

 １３．小杉駅周辺再開発に伴う案内板・サインの設置 

 １４．魅力的な商業・文化施設及びコンベンション機能を持つ施設の誘導 

 １５．小杉駅周辺再開発事業の工事に係る環境と安全への配慮 

 １６．公共施設及び交通不便地区へのアクセス改善等、中原区内の交通アク

セスの整備 

 １７．放置自転車禁止の啓発活動の充実と公有地等の活用による駐輪場整備

の促進 

 １８．南武線連続立体交差事業及び踏切等の改良、駅舎橋上化など安全対策

の促進 

 １９．まちなかのバリアフリー化の推進 

 ２０．小杉駅周辺再開発に伴う保育需用への対応 

 ２１．水害防止のための雨水管及び雨水貯留施設等の整備促進 

 ２２．井田病院の改築も含めた再編整備 

 ２３．新中原図書館の機能の充実とスムーズな移転 

２４．スポーツ・文化を通じたまちづくりの推進 
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高津区の重点施策    

  １．溝の口駅南口駅前広場の整備 

  ２．溝の口駅周辺の自転車等駐車場の整備及び利用率促進 

  ３．合流式下水道地域の雨水管整備の促進 

  ４．集中豪雨等による水害防止のための水路整備促進及び危機管理体制の

強化 

  ５．丸子中山茅ヶ崎線など都市計画道路の整備促進 

  ６．久末地域等のバス路線の拡充及びコミュニティバス等の運行 

  ７．橘出張所とその周辺の整備拡充 

  ８．住居表示の促進 

  ９．上水道配水管の新設及び老朽管の敷設替え等整備促進 

 １０．公園の維持管理の増額と公園用地の確保、緑地の保全の充実及び公共

施設の緑化推進 

 １１．緑ケ丘霊園内のトイレ改築 

 １２．人口増加に伴う小中学校の過密校の解消 

 １３．梶が谷駅周辺の整備促進 

 １４．二ヶ領用水久地円筒分水周辺の環境整備 

 １５．東急溝の口駅前交差点の安全対策 

 １６．人口急増地域における保育園の増設・整備及び受け付けたい性の拡充 

 １７．南武線片町踏切の立体交差事業の推進 

 １８．かすみ堤の保全 
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宮前区の重点施策 

  １．野川・有馬地区生涯学習拠点施設の平成 20 年度開業予定の遵守 

  ２．区内交通不便地域の解消と各種公共施設をむすぶコミュニティバス・

コミュニティ交通の実現、特に有馬地区、野川南台団地、白幡台地区 

  ３．「鷺沼駅周辺まちづくり調査事業」にむけた取組み 

  ４．区役所主導による、聖マリアンナ医科大学病院、市立多摩病院及び宮

前スポーツセンターへの交通アクセスの整備 

  ５．宮前区内建設予定の療育センターの平成 22 年度開設予定の遵守 

  ６．鷺沼プール跡地の地域密着型高齢者施設の早期開設 

  ７．宮前区内の自主防災組織と防災ネットワーク会議の再点検、併せて行

政との連携体制の強化 

  ８．区内における風水害の危険地域の河川等の改修、及び急傾斜崩壊地等 

の災害防止対策の推進 

  ９．市民協働による平瀬川および有馬川流域水辺環境整備の更なる推進 

１０．区内公共施設等の耐震対策の促進。特に区内こども文化センターの改

修、改築計画の早期実現 

１１．小児・児童の安全確保のための「スクールガードリーダー」の増員と

学校における「地域安全マップ」づくりの促進 

１２．交番の増設と「市民交番」等の「防犯拠点施設」の設置 

１３．地域の医療拠点として聖マリアンナ医科大学病院との連携の強化と周

産期・小児医療の充実 

１４．子育て環境及び支援策、子育て全世帯への情報発信の充実 

１５．区内地域の緑の保全と屋上緑化事業の推進 

１６．市民にやさしい区内公共施設構造の推進とバリアフリ－化 

１７．区役所の来庁者、市民が利用しやすい宮前平駅間の送迎バス運行など

アクセス面の改善と適正な駐車場の確保 

１８．土橋小学校の施設開放の充実、拡大 

１９．区内における屋外スポーツ環境の整備と自治会単位の公園整備 

２０．パートナーシップによる東名川崎インターチェンジ周辺整備の推進 

２１．都市計画道路の整備促進（横浜生田線、向ヶ丘遊園駅菅生線、久末鷺

沼線） 

２２．区民との協働による区課題調書づくりの推進 

２３．区民会議とまちづくり推進組織との連携方針の整備および議会との連

携の強化 
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多摩区の重点施策 

１．多摩スポーツセンターの建設促進 

２．生田緑地の保全と総合的な整備 

３．稲田登戸病院閉院に伴う小田急沿線での新病院の設置 

４．登戸土地区画整備事業の重点的な事業推進 

５．五反田川放水路の早期整備 

６．小田急線向ヶ丘遊園駅の南北自由通路の整備と駅周辺全体構想の構築 

７．生田緑地における青少年科学館改築の実現 

８．ＪＲ中野島北口改札設置促進及び、稲田堤駅南口における改札口設 

置の具体的検討 

９．生田地区における生涯学習拠点施設の整備 

１０．多摩区内各大学との連携強化 

１１．都市計画道路の早期整備 

１２．交通不便地域へのコミュニティバス等の導入 

１３．自転車等駐車場の整備による放置自転車対策の強化 

１４．多摩川サイクリングコースの整備と上流部の設置 

１５．三田地域に高齢者向けのコミュニティ施設の設置 

１６．登戸・中野島地区の雨水幹線の整備促進 

１７．中野島多摩川住宅 2,3 号棟の空き家対策の強化 

１８．藤子・Ｆ・不二雄アートワークスの整備推進  

１９．こども文化センターの改修 

２０．小田急線・ＪＲ登戸駅に快速急行の停車 
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麻生区の重点施策 

  １．川崎新都心（新百合ヶ丘周辺）にふさわしい街づくり 

   （１）アートセンター、昭和音楽大学など新たな文化資源を利用した 

「芸術のまち構想」の更なる促進 

   （２）周辺道路の混雑解消の具体化、南口ロータリーの抜本的な交通安

全対策の実施 

   （３）行政サービスコーナーの早期設置 

   （４）区役所・市民館の駐車待機問題への対応 

   （５）南口ペデストリアンデッキとバス・タクシ－乗り場のバリアフリ－化 

  ２．環境対策に配慮した区内主要都市計画道路の整備促進 

   （１）世田谷町田線・野川柿生線・菅早野線・横浜上麻生線の整備促進 

   （２）尻手黒川線の早期開通によるラダー型交通体系の整備とバイパス

路線としての柿生町田線の早期着手 

   （３）片平土地区画整備事業の完成に応じた沿道（都市計画道路）の早

期整備 

  ３．コミュニティ交通網の整備拡充 

（１）坂道の多い百合丘・南百合丘・高石地域へのコミュニティ－バス

等の本格導入 

（２）多摩美・細山・麻生台・岡上西地域へのコミュニティバス等の 

導入 

（３）早野聖地公園の参道整備とバス路線の導入 

（４）高齢者化に対応するための既在バス路線等の再編検討 

４．鉄道運送の充実  

（１）横浜市営地下鉄３号線の延伸へ向けた横浜市との具体的協議推進 

   （２）新百合ヶ丘駅までの複々線化の促進とロマンスカーの新百合ヶ丘

駅停車数の改善 

  ５．駅前再開発事業の促進 

   （１）柿生駅周辺再開発の促進と交通安全対策の推進 

   （２）百合丘駅周辺再整備の検討 

  ６．市民に開かれた医療施設の整備充実 

   （１）稲田登戸病院の閉院に伴う、小田急線沿線での総合病院の早期 

建設 

  ７．都市農業の振興 

   （１）黒川・早野・岡上等の農業振興地域への抜本的対策 
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  ８．王禅寺ごみ焼却施設の改築 

   （１）地域住民との充分な合意を得た上での「（仮称）リサイクルパ－ク

あさお」の建設促進 

  ９．区独自予算の充実 

   （１）区役所への分権を更に進め、区独自予算の充実 

 １０．緑陰型公園・里山の整備 

   （１）区内の緑地の保全と再生を図り、「緑の回廊」構想の推進 

   （２）「むじなが池公園」「籠口ノ池公園」などの整備 

   （３）王禅寺ふるさと公園での動物とのふれあいの充実 

 １１．小・中学校適正規模による統廃合への課題 

   （１）統合により廃校となる白山小・中学校は地域住民と協議し、住民

意見を取り入れた統合開放施設等として利用 


